
「適正輸血とは何だろう」

-ガイドラインと輸血の現状から、

明日の輸血につなげたいこと-

東京慈恵会医科大学附属病院 輸血部

田崎哲典平成平成平成平成24年年年年3月月月月10日日日日、、、、 鯉城会館鯉城会館鯉城会館鯉城会館（（（（広島広島広島広島））））

「「「「適正適正適正適正なななな使用使用使用使用」」」」とはとはとはとは？？？？

個別個別個別個別のののの事例事例事例事例についてはについてはについてはについては、、、、以下以下以下以下のののの事項事項事項事項をををを総合的考慮総合的考慮総合的考慮総合的考慮してしてしてして、、、、

輸血量輸血量輸血量輸血量、、、、種類種類種類種類、、、、及及及及びそのびそのびそのびその開始開始開始開始、、、、中止中止中止中止がががが判断判断判断判断されされされされ、、、、効果効果効果効果

（（（（意義意義意義意義））））のあるのあるのあるのある輸血輸血輸血輸血でなければならないでなければならないでなければならないでなければならない。。。。

１１１１．．．．現在現在現在現在のののの医学医学医学医学・・・・薬学薬学薬学薬学、、、、医療水準医療水準医療水準医療水準

２２２２．．．．患者患者患者患者のののの年齢年齢年齢年齢、、、、病態病態病態病態、、、、臓器臓器臓器臓器のののの機能機能機能機能、、、、思想思想思想思想、、、、等等等等

３３３３．．．．輸血輸血輸血輸血ののののリスクリスクリスクリスク

４４４４．．．．地域性地域性地域性地域性

５５５５．．．．医療機関医療機関医療機関医療機関のののの機能的特性機能的特性機能的特性機能的特性

６６６６．．．．緊急性緊急性緊急性緊急性

７７７７．．．．需給需給需給需給

「「「「適正適正適正適正なななな使用使用使用使用」」」」とはとはとはとは、、、、医薬品医薬品医薬品医薬品のののの添付文書添付文書添付文書添付文書にににに記載記載記載記載されていされていされていされてい

るるるる用法用法用法用法・・・・用量及用量及用量及用量及びびびび使用上使用上使用上使用上のののの注意注意注意注意にににに沿沿沿沿ってってってって行行行行われわれわれわれことがことがことがことが

原則原則原則原則でありでありでありであり、、、、輸血輸血輸血輸血においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、2つのつのつのつの「「「「指針指針指針指針」」」」（（（（輸血療法輸血療法輸血療法輸血療法のののの実実実実施施施施にににに関関関関するするするする指針指針指針指針、、、、血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの使用指針使用指針使用指針使用指針））））がががが基本基本基本基本となるとなるとなるとなる。。。。



広広広広くくくく、、、、「「「「適正適正適正適正」」」」にににに使用使用使用使用すべきすべきすべきすべき理由理由理由理由としてとしてとしてとして

１１１１．．．．血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤がががが、、、、献血者献血者献血者献血者のののの善意善意善意善意によるによるによるによる（（（（倫理倫理倫理倫理））））

２２２２．．．．資源資源資源資源としてとしてとしてとして、、、、限限限限られているられているられているられている（（（（資源資源資源資源））））

３３３３．．．．少子高齢社会少子高齢社会少子高齢社会少子高齢社会、、、、医療医療医療医療のののの高度化高度化高度化高度化でででで需要増需要増需要増需要増（（（（需給需給需給需給））））

４４４４．．．．潜在潜在潜在潜在するするするするデメリットデメリットデメリットデメリット（（（（安全安全安全安全））））

５５５５．．．．過少過少過少過少、、、、過剰過剰過剰過剰輸血輸血輸血輸血はははは有効性有効性有効性有効性にににに欠欠欠欠けけけけ、、、、問題問題問題問題をををを惹起惹起惹起惹起（（（（効果効果効果効果））））

６６６６．．．．受血者受血者受血者受血者にににに経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担をををを強強強強いるいるいるいる（（（（経済経済経済経済））））

７７７７．．．．医療費医療費医療費医療費（（（（税税税税））））のののの無駄遣無駄遣無駄遣無駄遣いいいい（（（（税税税税））））

８８８８．．．．過剰過剰過剰過剰なななな原料血漿輸入原料血漿輸入原料血漿輸入原料血漿輸入などなどなどなど国際的国際的国際的国際的なななな批判批判批判批判（（（（国際的公平国際的公平国際的公平国際的公平））））

９９９９．．．．パンデミックパンデミックパンデミックパンデミックにおけるにおけるにおけるにおける供給不足供給不足供給不足供給不足（（（（余裕余裕余裕余裕））））

安全安全安全安全なななな血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの安定供給安定供給安定供給安定供給のののの確保等確保等確保等確保等にににに関関関関するするするする法律法律法律法律血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの安全性安全性安全性安全性のののの向上及向上及向上及向上及びびびび安定供給安定供給安定供給安定供給のののの確保確保確保確保をををを図図図図るためのるためのるためのるための基本的基本的基本的基本的なななな方針方針方針方針（（（（厚生労働省告示厚生労働省告示厚生労働省告示厚生労働省告示））））第第第第１１１１．．．．血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの安全性安全性安全性安全性のののの向上向上向上向上、、、、安定供給安定供給安定供給安定供給のののの確保確保確保確保（（（（○○○○））））第第第第２２２２．．．．血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの中期的中期的中期的中期的なななな需給需給需給需給のののの見通見通見通見通しししし第第第第３３３３．．．．血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの国内自給国内自給国内自給国内自給（（（（○○○○））））第第第第４４４４．．．．献血献血献血献血のののの推進推進推進推進第第第第５５５５．．．．血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの製造及製造及製造及製造及びびびび供給供給供給供給第第第第６６６６．．．．血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの安全性安全性安全性安全性のののの向上向上向上向上・・・・安全性安全性安全性安全性のののの向上向上向上向上のののの取組取組取組取組（（（（リスクリスクリスクリスクのののの認識認識認識認識、、、、ICICICIC））））・・・・体制整備体制整備体制整備体制整備・・・・感染症感染症感染症感染症へのへのへのへの対応対応対応対応・・・・技術開発技術開発技術開発技術開発・・・・自己血輸血自己血輸血自己血輸血自己血輸血第第第第７７７７．．．．血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの適正使用適正使用適正使用適正使用（（（（○○○○））））・・・・適正使用適正使用適正使用適正使用・・・・院内体制院内体制院内体制院内体制のののの整備整備整備整備・・・・患者患者患者患者へのへのへのへの説明説明説明説明第第第第8888．．．．そのそのそのその他他他他、、、、献血及献血及献血及献血及びびびび血液政製剤血液政製剤血液政製剤血液政製剤にににに関関関関するするするする事項事項事項事項○○○○：「：「：「：「指針指針指針指針」」」」がががが引用引用引用引用されているされているされているされている部分部分部分部分。。。。輸血療法委員会輸血療法委員会輸血療法委員会輸血療法委員会のののの設置設置設置設置責任医師責任医師責任医師責任医師のののの任命任命任命任命輸血部門輸血部門輸血部門輸血部門のののの設置設置設置設置
輸血療法輸血療法輸血療法輸血療法のののの実施実施実施実施にににに関関関関するするするする指針指針指針指針血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの使用指針使用指針使用指針使用指針



薬事法と血液法

生物由来製品としての

安全性向上

市販後までに至る

安全対策の

充実強化

国内自給原則

安定供給確保

適正使用の推進

薬事法 血液法

血液製剤

■■■■薬事法第薬事法第薬事法第薬事法第６８６８６８６８条条条条のののの９９９９（（（（記録記録記録記録のののの作成作成作成作成、、、、保管保管保管保管：：：：20年間年間年間年間））））１１１１））））製品名製品名製品名製品名 ２２２２））））製造番号製造番号製造番号製造番号(ロットロットロットロット番号番号番号番号）））） ３３３３））））患者患者患者患者のののの氏名氏名氏名氏名とととと住所住所住所住所 ４４４４））））投与日投与日投与日投与日■■■■薬事法第薬事法第薬事法第薬事法第６８６８６８６８条条条条のののの７７７７ （（（（使用使用使用使用におけるにおけるにおけるにおける説明説明説明説明とととと理解理解理解理解））））・・・・特定生物由来製品特定生物由来製品特定生物由来製品特定生物由来製品をををを使用使用使用使用するするするする際際際際にはにはにはには、、、、リスクリスクリスクリスクととととベネフィットベネフィットベネフィットベネフィットについてについてについてについて、、、、事前事前事前事前にににに患者患者患者患者（（（（ままままたはたはたはたはそのそのそのその家族家族家族家族））））にににに説明説明説明説明をををを行行行行いいいい、、、、同意同意同意同意をををを得得得得るるるる。。。。・・・・生物由来製品生物由来製品生物由来製品生物由来製品でもでもでもでも、、、、血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤とととと代替性代替性代替性代替性のあるのあるのあるのある遺伝子組遺伝子組遺伝子組遺伝子組みみみみ換換換換ええええ製剤製剤製剤製剤ではではではでは同様同様同様同様にににに取扱取扱取扱取扱うううう
献血者数献血者数献血者数献血者数のののの推移推移推移推移

血液製剤調査機構血液製剤調査機構血液製剤調査機構血液製剤調査機構だよりだよりだよりだより（（（（平成平成平成平成23年年年年6月月月月））））

20代代代代
10代代代代

10代代代代、、、、20代代代代はははは減少減少減少減少



輸血患者輸血患者輸血患者輸血患者のののの年齢分布年齢分布年齢分布年齢分布 （（（（平成平成平成平成22年度年度年度年度東京都調査東京都調査東京都調査東京都調査））））年齢別・男女別輸血状況

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000 350000～4歳5～9歳10～19歳20～29歳30～39歳40～49歳50～59歳60～69歳70歳以上

人男 女東京都福祉保健局東京都福祉保健局東京都福祉保健局東京都福祉保健局 「「「「平成平成平成平成22年度輸血状況調査集計結果年度輸血状況調査集計結果年度輸血状況調査集計結果年度輸血状況調査集計結果」」」」

50歳以上歳以上歳以上歳以上のののの

患者患者患者患者にににに全体全体全体全体のののの

84.9%がががが使用使用使用使用

輸血患者輸血患者輸血患者輸血患者のののの疾患別分布疾患別分布疾患別分布疾患別分布 （（（（平成平成平成平成22年度年度年度年度 東京都調査東京都調査東京都調査東京都調査））））

疾病別輸血状況疾病別輸血状況疾病別輸血状況疾病別輸血状況 悪性新生物悪性新生物悪性新生物悪性新生物のののの内訳内訳内訳内訳

悪性新生物悪性新生物悪性新生物悪性新生物
28.8%血液血液血液血液・・・・造血器造血器造血器造血器

13.3%循環器系循環器系循環器系循環器系
12.2%消化器系消化器系消化器系消化器系

6.2%尿路尿路尿路尿路・・・・性器系性器系性器系性器系
1.5%

妊娠妊娠妊娠妊娠・・・・分娩分娩分娩分娩
0.4%

損傷損傷損傷損傷・・・・中毒中毒中毒中毒そのそのそのその他他他他のののの外因外因外因外因
2.6%

そのそのそのその他他他他
8.3%

不詳不詳不詳不詳
26.7%

悪性悪性悪性悪性リンパリンパリンパリンパ腫腫腫腫
10.2%

肝胆肝胆肝胆肝胆
4.9%

白血病白血病白血病白血病
48.1%

胃胃胃胃
5.4%

結腸結腸結腸結腸・・・・直腸直腸直腸直腸
5.3%

肺肺肺肺・・・・気管気管気管気管
3.3%

子宮子宮子宮子宮
1.8%

乳房乳房乳房乳房
0.8%

不詳不詳不詳不詳
5.3% そのそのそのその他他他他

14.8%

東京都福祉保健局東京都福祉保健局東京都福祉保健局東京都福祉保健局 「「「「平成平成平成平成22年度輸血状況調査集計結果年度輸血状況調査集計結果年度輸血状況調査集計結果年度輸血状況調査集計結果」」」」



Technical Manual, 13th ed, 1999

赤血球製剤赤血球製剤赤血球製剤赤血球製剤１１１１．．．．目的目的目的目的：：：：末梢循環系末梢循環系末梢循環系末梢循環系へのへのへのへの酸素酸素酸素酸素のののの供給供給供給供給酸素供給量酸素供給量酸素供給量酸素供給量＝＝＝＝心拍出量心拍出量心拍出量心拍出量××××動脈血酸素含量動脈血酸素含量動脈血酸素含量動脈血酸素含量心拍出量心拍出量心拍出量心拍出量：：：：5L/minＯＯＯＯ2含量含量含量含量：：：：Hb××××1.39××××%sat + pO2××××0.003（（（（Hb 1g当当当当たりたりたりたり、、、、1.39mlののののO2結合結合結合結合））））＜＜＜＜例例例例＞＞＞＞
15(g/dl)××××1.39(ml/g)××××50(dl)≒≒≒≒1040(ml)末梢末梢末梢末梢でででで供給供給供給供給O21,000ml中中中中、、、、250ml消費消費消費消費⇒⇒⇒⇒3～～～～4g/dl２２２２．．．．目標目標目標目標：：：：Hb値値値値7g/dlをををを目安目安目安目安にににに３３３３．．．．上昇予測値上昇予測値上昇予測値上昇予測値：：：：1単位単位単位単位でででで約約約約0.7g/dL４４４４．．．．不適切不適切不適切不適切なななな使用使用使用使用・・・・鉄剤鉄剤鉄剤鉄剤などのなどのなどのなどの輸血以外輸血以外輸血以外輸血以外のののの方法方法方法方法をををを考慮考慮考慮考慮しないしないしないしない・・・・数値数値数値数値のみののみののみののみの是正是正是正是正・・・・FFPとととと併用併用併用併用（（（（凝固因子凝固因子凝固因子凝固因子がががが不要不要不要不要なななな病態病態病態病態でででで））））・・・・末期患者末期患者末期患者末期患者５５５５．．．．問題点問題点問題点問題点・・・・循環負荷循環負荷循環負荷循環負荷・・・・鉄過剰鉄過剰鉄過剰鉄過剰・・・・溶血溶血溶血溶血 CI=CO/BSA(Ｌ/min/m2)

血小板製剤血小板製剤血小板製剤血小板製剤

１１１１．．．．目的目的目的目的：：：：止血止血止血止血、、、、止血予防止血予防止血予防止血予防

（（（（血小板減少血小板減少血小板減少血小板減少、、、、機能異常機能異常機能異常機能異常））））

２２２２．．．．目標目標目標目標

＞＞＞＞5万万万万/μμμμL….一般一般一般一般にににに不要不要不要不要

2～～～～5万万万万/μμμμL…止血困難場合止血困難場合止血困難場合止血困難場合

1～～～～2万万万万/μμμμL…必要必要必要必要となるとなるとなるとなる場合場合場合場合ありありありあり

＜＜＜＜1万万万万/μμμμL….必要必要必要必要

３３３３．．．．上昇予測上昇予測上昇予測上昇予測：：：：1単位単位単位単位でででで約約約約3,000/μμμμL

1単位単位単位単位（（（（20mL））））にににに、、、、0.2××××1011
個個個個４４４４．．．．不適切不適切不適切不適切なななな使用使用使用使用・・・・数値数値数値数値のみののみののみののみの是正是正是正是正・・・・末期患者末期患者末期患者末期患者５５５５．．．．問題点問題点問題点問題点・・・・血小板輸血不応血小板輸血不応血小板輸血不応血小板輸血不応・・・・高価高価高価高価・・・・そのそのそのその他他他他のののの輸血副作用輸血副作用輸血副作用輸血副作用 ●●●●正常人正常人正常人正常人、、、、血小板減少血小板減少血小板減少血小板減少（（（（産生低下産生低下産生低下産生低下））））○○○○アスピリンアスピリンアスピリンアスピリン服用者服用者服用者服用者▲▲▲▲尿毒症患者尿毒症患者尿毒症患者尿毒症患者△△△△von Willebrand病患者病患者病患者病患者

出血時間出血時間出血時間出血時間とととと血小板血小板血小板血小板のののの量的量的量的量的、、、、質的異常質的異常質的異常質的異常（（（（N Engl J Med 287, 155-159, 1972））））



新鮮凍結血漿新鮮凍結血漿新鮮凍結血漿新鮮凍結血漿１１１１．．．．目的目的目的目的：：：：凝固因子凝固因子凝固因子凝固因子のののの補充補充補充補充２２２２．．．．目標目標目標目標臨床症状臨床症状臨床症状臨床症状：：：：出血症状出血症状出血症状出血症状検査所見検査所見検査所見検査所見：：：：PT活性活性活性活性 30%以下以下以下以下, ＩＮＲＩＮＲＩＮＲＩＮＲ2以上以上以上以上
APTT 施設基準値施設基準値施設基準値施設基準値＞＞＞＞××××２２２２使用量使用量使用量使用量：：：：20～～～～30％％％％のののの上昇上昇上昇上昇をををを目標目標目標目標（（（（8～～～～12ml/kg））））期限期限期限期限：：：：解凍後解凍後解凍後解凍後3時間以内時間以内時間以内時間以内血漿交換療法血漿交換療法血漿交換療法血漿交換療法：：：： 40～～～～60 ml/kg/回回回回

３３３３．．．．不適切不適切不適切不適切なななな使用使用使用使用・・・・PT, APTT, Fbgのののの未検査未検査未検査未検査・・・・他他他他のののの血漿分画製剤血漿分画製剤血漿分画製剤血漿分画製剤などをなどをなどをなどを考慮考慮考慮考慮しないしないしないしない・・・・数値数値数値数値のみののみののみののみの是正是正是正是正・・・・循環血漿量減少循環血漿量減少循環血漿量減少循環血漿量減少のののの改善改善改善改善とととと補充補充補充補充・・・・蛋白質源蛋白質源蛋白質源蛋白質源としてのとしてのとしてのとしての栄養補給栄養補給栄養補給栄養補給・・・・創傷治癒創傷治癒創傷治癒創傷治癒のののの促進促進促進促進・・・・末期患者末期患者末期患者末期患者・・・・そのそのそのその他他他他重症感染症重症感染症重症感染症重症感染症のののの治療治療治療治療
DICをとをとをとをと伴伴伴伴わないわないわないわない熱傷熱傷熱傷熱傷のののの治療治療治療治療非代償製肝硬変非代償製肝硬変非代償製肝硬変非代償製肝硬変のののの出血予防出血予防出血予防出血予防人工心肺使用時人工心肺使用時人工心肺使用時人工心肺使用時のののの出血予防出血予防出血予防出血予防５５５５．．．．問題点問題点問題点問題点・・・・Na負荷負荷負荷負荷・・・・クエンクエンクエンクエン酸中毒酸中毒酸中毒酸中毒（（（（低低低低Ca血症血症血症血症））））・・・・そのそのそのその他他他他のののの輸血副作用輸血副作用輸血副作用輸血副作用

Blood Transfusion Therapy, AABB,1996

アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン、、、、加熱人血漿蛋白加熱人血漿蛋白加熱人血漿蛋白加熱人血漿蛋白アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン、、、、加熱人血漿蛋白加熱人血漿蛋白加熱人血漿蛋白加熱人血漿蛋白◆◆◆◆使用対象使用対象使用対象使用対象循環血漿量循環血漿量循環血漿量循環血漿量のののの維持維持維持維持出血性出血性出血性出血性ショックショックショックショック（（（（循環血液量循環血液量循環血液量循環血液量50％％％％以上以上以上以上））））外傷性外傷性外傷性外傷性ショックショックショックショック膠質浸透圧膠質浸透圧膠質浸透圧膠質浸透圧のののの改善改善改善改善大量大量大量大量のののの腹水腹水腹水腹水（＞（＞（＞（＞４４４４Ｌ）、Ｌ）、Ｌ）、Ｌ）、循環血漿量循環血漿量循環血漿量循環血漿量のののの減少減少減少減少熱傷熱傷熱傷熱傷低低低低アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン血症血症血症血症をををを伴伴伴伴うううう成人呼吸窮迫症候群成人呼吸窮迫症候群成人呼吸窮迫症候群成人呼吸窮迫症候群◆◆◆◆投与投与投与投与のののの目安目安目安目安急性急性急性急性 アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン濃度濃度濃度濃度 3.0 g/dl慢性慢性慢性慢性 アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン濃度濃度濃度濃度 2.5 g/dl◆◆◆◆投与量投与量投与量投与量必要投与量必要投与量必要投与量必要投与量(g)

=期待上昇濃度期待上昇濃度期待上昇濃度期待上昇濃度(g/dl)××××循環血漿量循環血漿量循環血漿量循環血漿量(dl)××××2.5（（（（循環血漿量循環血漿量循環血漿量循環血漿量：：：：0.4dl/kg、、、、血管内回収率血管内回収率血管内回収率血管内回収率40%））））例例例例））））BW=50kg, 10g輸注輸注輸注輸注
10÷÷÷÷（（（（0.4××××50））））××××2/5=0.2

1）））） 約約約約600個個個個ののののアミノアミノアミノアミノ酸酸酸酸からからからからなるなるなるなる一本鎖一本鎖一本鎖一本鎖タンパクタンパクタンパクタンパク質質質質
2））））血漿血漿血漿血漿タンパクタンパクタンパクタンパクのののの約約約約60%
3））））肝臓肝臓肝臓肝臓でででで生合成生合成生合成生合成、、、、筋肉筋肉筋肉筋肉やややや皮皮皮皮膚膚膚膚でででで分解分解分解分解
4））））半減期半減期半減期半減期 14～～～～18日日日日
5））））分布分布分布分布血管内血管内血管内血管内：：：：外外外外＝＝＝＝40%：：：：60%
6））））働働働働きとしてきとしてきとしてきとして・・・・膠質浸透圧膠質浸透圧膠質浸透圧膠質浸透圧のののの調節調節調節調節（（（（1gでででで20mlのののの水水水水をををを保持保持保持保持））））・・・・各物質各物質各物質各物質とととと結合運搬排泄結合運搬排泄結合運搬排泄結合運搬排泄（（（（薬剤薬剤薬剤薬剤のののの臓器移行臓器移行臓器移行臓器移行にににに影響影響影響影響））））
7））））肝疾患肝疾患肝疾患肝疾患、、、、栄養失調栄養失調栄養失調栄養失調でででで低下低下低下低下

構造構造構造構造、、、、働働働働きききき、、、、代謝代謝代謝代謝



血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの使用法使用法使用法使用法をををを多方面多方面多方面多方面からからからから考考考考えるえるえるえる

１１１１．．．．医学医学医学医学文献文献文献文献、、、、報告報告報告報告などなどなどなどからからからから

（（（（例例例例 Cochrane報告））））

２２２２．．．．諸外国諸外国諸外国諸外国のののの状況状況状況状況からからからから

（（（（例例例例 血液事業関連報告血液事業関連報告血液事業関連報告血液事業関連報告））））

３３３３．．．．わがわがわがわが国国国国のののの諸病院諸病院諸病院諸病院におけるにおけるにおけるにおける使用統計使用統計使用統計使用統計からからからから

（（（（例例例例 厚労省研究班厚労省研究班厚労省研究班厚労省研究班、、、、他施設他施設他施設他施設のののの状況状況状況状況））））

４４４４．．．．自施設自施設自施設自施設のののの使用状況使用状況使用状況使用状況からからからから

・・・・インフォームドコンセントインフォームドコンセントインフォームドコンセントインフォームドコンセント（（（（採血国採血国採血国採血国やややや（（（（非非非非））））献血献血献血献血もももも））））

・・・・pre-transfusion audit and approval 
・・・・院内監査院内監査院内監査院内監査（（（（使用前後使用前後使用前後使用前後のののの客観的評価客観的評価客観的評価客観的評価））））

５５５５．．．．血液法血液法血液法血液法

６６６６．Ｉ＆Ａ．Ｉ＆Ａ．Ｉ＆Ａ．Ｉ＆Ａ

７７７７．．．．輸血管理料輸血管理料輸血管理料輸血管理料

血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの平均的使用量平均的使用量平均的使用量平均的使用量についてについてについてについて（（（（平成平成平成平成16年年年年12月月月月27日日日日、、、、薬食発第薬食発第薬食発第薬食発第1227001号号号号、、、、各都道府県知事各都道府県知事各都道府県知事各都道府県知事あてあてあてあて厚生労働省医薬食品局長通知厚生労働省医薬食品局長通知厚生労働省医薬食品局長通知厚生労働省医薬食品局長通知））））
■■■■ 医療機関医療機関医療機関医療機関をををを規模規模規模規模とととと機能機能機能機能ででででカテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー別別別別にににに分分分分

類類類類してしてしてして、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの標準的使用量標準的使用量標準的使用量標準的使用量をををを算出算出算出算出してしてしてして、、、、

医療機関医療機関医療機関医療機関におけるにおけるにおけるにおける適正使用適正使用適正使用適正使用のののの目標値目標値目標値目標値とするとするとするとする。。。。平成平成平成平成15年度厚生労働科学特別研究事業年度厚生労働科学特別研究事業年度厚生労働科学特別研究事業年度厚生労働科学特別研究事業「我我我我がががが国国国国におけるにおけるにおけるにおける血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの平均的使用量平均的使用量平均的使用量平均的使用量にににに関関関関するするするする研究研究研究研究（（（（主任研究者主任研究者主任研究者主任研究者 血液調査機構血液調査機構血液調査機構血液調査機構 高野正義高野正義高野正義高野正義））））
□□□□ 病院機能分類病院機能分類病院機能分類病院機能分類パターンパターンパターンパターンからからからから自施設自施設自施設自施設のののの属属属属するするするするカテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリーのののの年年年年

間使用量間使用量間使用量間使用量のののの50％％％％をををを参考値参考値参考値参考値とするとするとするとする。。。。

□□□□ カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリーのののの年間使用量年間使用量年間使用量年間使用量のののの90％％％％をををを超超超超すすすす製剤製剤製剤製剤についてはについてはについてはについては、、、、医医医医

療機関療機関療機関療機関でででで原因原因原因原因をををを検討検討検討検討するするするする。。。。



病院機能別分類病院機能別分類病院機能別分類病院機能別分類パターンパターンパターンパターン・・・・病床規模病床規模病床規模病床規模：：：：小小小小（（（（20-199床床床床）、）、）、）、中中中中（（（（200-499）、）、）、）、大大大大（（（（500-））））・・・・全麻手術件数全麻手術件数全麻手術件数全麻手術件数：：：：無無無無、、、、少少少少（（（（2件件件件/年年年年/床未満床未満床未満床未満）、）、）、）、多多多多(2-)・・・・心臓手術心臓手術心臓手術心臓手術、、、、造血幹細造血幹細造血幹細造血幹細胞移植胞移植胞移植胞移植、、、、血漿交換血漿交換血漿交換血漿交換：：：：無無無無、、、、有有有有
MAP（（（（u）））） FFP（（（（u）））） PC（（（（u）））） Alb（（（（g））））

50%   90%         50%   90%               50%   90%                 50%   90%

10.0    14.3              7.7     17.0              23.6     43.4                 75      134慈恵医大病院慈恵医大病院慈恵医大病院慈恵医大病院
2002年年年年 9.62 9.78                          24.2        106.7

2003年年年年 11.1                       8.6                           27.1   129.7

2004年年年年 10.62                   11.82 29.0 133.2慈恵医大慈恵医大慈恵医大慈恵医大でのでのでのでの取取取取りりりり組組組組みみみみ（（（（星星星星輸血部診療長輸血部診療長輸血部診療長輸血部診療長））））
2005年年年年 11.2 6.4                           23.6        105.1

2009年年年年 12.6                      5.16 31.4 63.1

2010年年年年 13.1 5.36 34.8 67.3

慈恵医大附属病院慈恵医大附属病院慈恵医大附属病院慈恵医大附属病院

アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン・・・・FFP適正使用推進計画適正使用推進計画適正使用推進計画適正使用推進計画

１１１１））））オーダーオーダーオーダーオーダー前前前前にににに必必必必ずずずず検査検査検査検査をををを実施実施実施実施するするするする．．．．

２２２２））））適正使用適正使用適正使用適正使用基準基準基準基準とととと比較比較比較比較するするするする．．．．

３３３３））））適応外適応外適応外適応外のののの使用使用使用使用はそのはそのはそのはその目的目的目的目的をををを申申申申しししし込込込込みみみみ伝票伝票伝票伝票のののの

そのそのそのその他他他他のののの欄欄欄欄にににに、、、、必必必必ずずずず明記明記明記明記するするするする．．．．

４４４４））））使用後使用後使用後使用後はそのはそのはそのはその効果効果効果効果をををを判定判定判定判定しししし、、、、使用使用使用使用するするするする必要必要必要必要がががが

あったかあったかあったかあったか否否否否かをかをかをかを評価評価評価評価しししし、、、、診療録診療録診療録診療録にににに記録記録記録記録するするするする．．．．

（（（（診療科診療科診療科診療科へのへのへのへの依頼依頼依頼依頼））））

星順隆星順隆星順隆星順隆（（（（前慈恵医大診療部長前慈恵医大診療部長前慈恵医大診療部長前慈恵医大診療部長））））



１１１１））））適応外適応外適応外適応外のののの申申申申しししし込込込込みではみではみではみでは、、、、申申申申しししし込込込込みみみみ伝票伝票伝票伝票のののの「「「「そのそのそのその他他他他のののの

欄欄欄欄」」」」にににに、、、、理由理由理由理由がががが明記明記明記明記されていないされていないされていないされていない場合場合場合場合はははは、、、、適応外使用適応外使用適応外使用適応外使用

のののの理由理由理由理由をををを確認確認確認確認するするするする．．．．

２２２２））））適応外使用症例適応外使用症例適応外使用症例適応外使用症例のののの監査監査監査監査をををを実施実施実施実施しししし、、、、そのそのそのその効果判定効果判定効果判定効果判定とととと使使使使

用用用用するするするする必要必要必要必要があったかがあったかがあったかがあったか否否否否かのかのかのかの評価評価評価評価がががが診療録診療録診療録診療録にににに記録記録記録記録ささささ

れているかをれているかをれているかをれているかを確認確認確認確認するするするする．．．．

３３３３））））問題症例問題症例問題症例問題症例のののの状況状況状況状況をををを診療部別診療部別診療部別診療部別にににに、、、、輸血療法委員会輸血療法委員会輸血療法委員会輸血療法委員会おおおお

よびよびよびよび診療部会議診療部会議診療部会議診療部会議にににに報告報告報告報告するするするする．．．．

（（（（輸血部輸血部輸血部輸血部でのでのでのでの対応対応対応対応））））

星順隆星順隆星順隆星順隆（（（（前慈恵医大診療部長前慈恵医大診療部長前慈恵医大診療部長前慈恵医大診療部長））））

慈恵医大附属病院慈恵医大附属病院慈恵医大附属病院慈恵医大附属病院

アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン・・・・FFP適正使用推進計画適正使用推進計画適正使用推進計画適正使用推進計画

Alb/RBC

FFP/RBC

Alb/RBC3.853.853.853.85 2.822.822.822.82 1.961.961.961.96 1.71.71.71.7 1.561.561.561.56 1.651.651.651.6500000.50.50.50.511111.51.51.51.522222.52.52.52.533333.53.53.53.544444.54.54.54.5
2005200520052005年年年年（（（（HHHH17171717）））） 2006200620062006年年年年（（（（HHHH18181818）））） 2007200720072007年年年年（（（（HHHH19191919）））） 2008200820082008年年年年（（（（HHHH20202020）））） 2010201020102010年年年年（（（（HHHH21212121）））） 2011201120112011年年年年（（（（HHHH22222222））））Alb/RBCAlb/RBCAlb/RBCAlb/RBC

FFP/RBC0.570.570.570.57 0.430.430.430.43 0.360.360.360.36 0.390.390.390.39 0.290.290.290.29 0.270.270.270.2700000.10.10.10.10.20.20.20.20.30.30.30.30.40.40.40.40.50.50.50.50.60.60.60.6
2005200520052005年年年年（（（（HHHH17171717）））） 2006200620062006年年年年（（（（HHHH18181818）））） 2007200720072007年年年年（（（（HHHH19191919）））） 2008200820082008年年年年（（（（HHHH20202020）））） 2010201020102010年年年年（（（（HHHH21212121）））） 2011201120112011年年年年（（（（HHHH22222222））））FFP/RBCFFP/RBCFFP/RBCFFP/RBC



血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの使用使用使用使用にあたってにあたってにあたってにあたって

1.1.1.1. ガイドラインガイドラインガイドラインガイドラインやややや標準的使用量標準的使用量標準的使用量標準的使用量をををを考慮考慮考慮考慮

２２２２．．．．輸血療法委員会輸血療法委員会輸血療法委員会輸血療法委員会やややや院内監査院内監査院内監査院内監査によるによるによるによる周知周知周知周知

３３３３．．．．輸血部門輸血部門輸血部門輸血部門スタッフスタッフスタッフスタッフのののの教育教育教育教育

４４４４．．．．輸血部門輸血部門輸血部門輸血部門でのでのでのでのアルブミンアルブミンアルブミンアルブミン製剤製剤製剤製剤とととと輸血用血液輸血用血液輸血用血液輸血用血液のののの一元管理一元管理一元管理一元管理

５５５５.... 研修医研修医研修医研修医、、、、レジデントレジデントレジデントレジデントのののの輸血教育輸血教育輸血教育輸血教育

６６６６.... アルブミンアルブミンアルブミンアルブミンややややＦＦＰＦＦＰＦＦＰＦＦＰはははは患者状況患者状況患者状況患者状況でででで使用量使用量使用量使用量がががが大大大大きくきくきくきく異異異異なるなるなるなる

７７７７．．．．輸血前輸血前輸血前輸血前ののののチェックチェックチェックチェック

８８８８．Ｉ＆Ａ．Ｉ＆Ａ．Ｉ＆Ａ．Ｉ＆Ａなどなどなどなど、、、、外部外部外部外部のののの評価評価評価評価 星順隆星順隆星順隆星順隆（（（（前慈恵医大診療部長前慈恵医大診療部長前慈恵医大診療部長前慈恵医大診療部長）））） 田崎田崎田崎田崎（（（（追加追加追加追加））））

→→→→ 目標目標目標目標とととと使用計画使用計画使用計画使用計画のののの設定設定設定設定

→→→→ よりよりよりより具体的具体的具体的具体的なななな行動行動行動行動でででで実践実践実践実践 （（（（個人個人個人個人、、、、医局医局医局医局でのでのでのでの指導指導指導指導））））

→→→→ 輸血部自輸血部自輸血部自輸血部自らがらがらがらが意識改革意識改革意識改革意識改革のののの自覚自覚自覚自覚でででで取取取取りりりり組組組組むむむむ

→→→→ 適応外使用全般適応外使用全般適応外使用全般適応外使用全般をををを把握把握把握把握

→→→→ 医師医師医師医師のののの意識改革意識改革意識改革意識改革、、、、ICICICICのののの実践実践実践実践（（（（rolerolerolerole----playplayplayplay））））

→→→→ 情報情報情報情報をををを把握把握把握把握しししし、、、、使用者使用者使用者使用者とのとのとのとの相互理解相互理解相互理解相互理解のののの上上上上でででで目標目標目標目標をををを達成達成達成達成

→→→→ 適応外使用適応外使用適応外使用適応外使用やややや未検査未検査未検査未検査オーダーオーダーオーダーオーダーにににに対対対対しししし最最最最もももも有効有効有効有効なななな対応対応対応対応

→→→→ 客客客客観観観観的的的的なななな指導指導指導指導によるによるによるによる改革改革改革改革

SANGUIS study

Transfusions for elective surgery in 43 
hospitals in Europe in 1991/92; SANGUIS
（（（（ Safe and Good Use of Blood in Surgery ））））study

Transfusion Medicine 1994, 4, 251-68

Procedure     %patients transfused with:-

Red cells Platelets Albumin

CABG            17 – 100        0 – 38         0 – 100

THR               29 – 100        0 – 2           0 – 76

Colectomy 0 – 79          0 – 5           0 – 98

This suggests that consensus conferences and guidelines have so far had a 
limited impact on transfusion practice in many clinical units, even in teaching 
environments.

術式術式術式術式がががが同一同一同一同一でもでもでもでも血液製血液製血液製血液製剤剤剤剤のののの使用量使用量使用量使用量がががが異異異異なるなるなるなる



Optimizing blood usage through 
benchmarking

Maki T. TRANSFUSION 2007, 47 suppl 2s, 145s-148sフィンランドフィンランドフィンランドフィンランドでのでのでのでの試試試試みみみみ（（（（2002年年年年～）～）～）～）・・・・主要主要主要主要なななな病院病院病院病院ののののTHRにににに対対対対するするするする輸血輸血輸血輸血90%

15%

著著著著しいしいしいしい施施施施設間較差設間較差設間較差設間較差

Optimizing blood usage through 
benchmarking

Maki T. TRANSFUSION 2007, 47 suppl 2s, 145s-148s

(4.2 fold?)

方策方策方策方策（（（（インターネットインターネットインターネットインターネットでのでのでのでの情報情報情報情報のののの共有化共有化共有化共有化））））・・・・施設名施設名施設名施設名のののの公開公開公開公開（（（（国内限定国内限定国内限定国内限定でででで。。。。但但但但しししし競争競争競争競争ではないではないではないではない））））・・・・病院病院病院病院のののの血液使用状況血液使用状況血液使用状況血液使用状況（（（（量量量量,患者数患者数患者数患者数,コストコストコストコスト,etc)・・・・疾患別患者群疾患別患者群疾患別患者群疾患別患者群のののの使用状況使用状況使用状況使用状況 施設間較差施設間較差施設間較差施設間較差のののの減少減少減少減少



輸血管理料輸血管理料輸血管理料輸血管理料のののの改訂改訂改訂改訂

輸血管理輸血管理輸血管理輸血管理料料料料ⅠⅠⅠⅠ[ⅡⅡⅡⅡ]輸血患者輸血患者輸血患者輸血患者（（（（アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン製剤製剤製剤製剤のみののみののみののみの投与患者投与患者投与患者投与患者もももも含含含含むむむむ））））１１１１名名名名につきにつきにつきにつき、、、、200 [70]点点点点/月月月月１１１１．．．．輸血部門輸血部門輸血部門輸血部門にににに（（（（専任専任専任専任））））のののの常勤輸血責任医師常勤輸血責任医師常勤輸血責任医師常勤輸血責任医師２２２２．．．．輸血部門輸血部門輸血部門輸血部門にににに専従専従専従専従[専任専任専任専任]のののの常勤臨床検査技師常勤臨床検査技師常勤臨床検査技師常勤臨床検査技師３３３３．．．．輸血部門輸血部門輸血部門輸血部門でででで（（（（アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン製剤製剤製剤製剤をををを含含含含むむむむ））））輸血用血液輸血用血液輸血用血液輸血用血液のののの一元管理一元管理一元管理一元管理４４４４．．．．輸血検査輸血検査輸血検査輸血検査のののの24時間体制時間体制時間体制時間体制５５５５．．．．輸血療法委員会輸血療法委員会輸血療法委員会輸血療法委員会のののの設置設置設置設置（（（（6回回回回/年以上年以上年以上年以上のののの開催開催開催開催））））６６６６．．．．輸血前後輸血前後輸血前後輸血前後のののの感染症検査感染症検査感染症検査感染症検査、、、、検体保管検体保管検体保管検体保管、、、、副作用監視体制副作用監視体制副作用監視体制副作用監視体制７７７７．．．．輸血療法輸血療法輸血療法輸血療法のののの実施実施実施実施にににに関関関関するするするする指針指針指針指針、、、、血液製剤血液製剤血液製剤血液製剤のののの使用指針使用指針使用指針使用指針のののの遵守遵守遵守遵守８８８８．．．．FFP/RCC <0.5 [0.25];  Alb/RCC <2.0＋＋＋＋ 輸血輸血輸血輸血適正使用適正使用適正使用適正使用加算加算加算加算輸血管理料輸血管理料輸血管理料輸血管理料ⅠⅠⅠⅠ 200点点点点 →→→→ 220点点点点 120点点点点 （（（（計計計計340点点点点））））輸血管理料輸血管理料輸血管理料輸血管理料ⅡⅡⅡⅡ 70点点点点 →→→→ 110点点点点 60点点点点 （（（（計計計計170点点点点））））

慶応義塾大学慶応義塾大学慶応義塾大学慶応義塾大学 半田誠先生半田誠先生半田誠先生半田誠先生



健康健康健康健康ななななドドドドナナナナーーーー健康健康健康健康ななななドドドドナナナナーーーー

政府政府政府政府

（（（（ググググランドデランドデランドデランドデザザザザインインインイン，，，，

法的法的法的法的整備整備整備整備，，，，教育教育教育教育））））

血液血液血液血液セセセセンターンターンターンター

（（（（安安安安全全全全採採採採血血血血、、、、供供供供給給給給

適適適適切切切切なななな検査検査検査検査））））

学会学会学会学会などなどなどなど

（（（（研研研研究究究究，，，，ノウハウノウハウノウハウノウハウ，，，，

指指指指針針針針，，，，連携連携連携連携））））

医療施設医療施設医療施設医療施設

（（（（適適適適正正正正輸血輸血輸血輸血，，，，的的的的確確確確なななな検査検査検査検査，，，，安安安安全全全全なななな輸血輸血輸血輸血））））

安全安全安全安全なななな輸血輸血輸血輸血にはにはにはには欠欠欠欠かせないかせないかせないかせない共同作業共同作業共同作業共同作業

製薬製薬製薬製薬・・・・器器器器材材材材メメメメーカーーカーーカーーカー

（（（（安安安安全機器全機器全機器全機器，，，，薬剤薬剤薬剤薬剤

検査検査検査検査試試試試薬薬薬薬））））

患者

医師医師医師医師

検査検査検査検査技技技技師師師師

看護看護看護看護師師師師

薬剤師薬剤師薬剤師薬剤師

事務事務事務事務

学会認定輸血看護師学会認定輸血看護師学会認定輸血看護師学会認定輸血看護師テキストテキストテキストテキスト
まとめまとめまとめまとめ

1.輸血は医学的に患者の治療に不可欠であるときに考
慮する

2.その際、インフォームドコンセントが医療の原点である
ことを認識する

3.同時に、社会的、倫理的、経済的見地からの配慮も
必要である

4.輸血の考え方、実施の基本は「指針」であるが、患者
を中心に置く医療の中で、それは醸成され、自然に

望ましい輸血へと結実していく

5.患者のQOLを高めるための輸血医療は、医師のみな
らず、看護師、技師、薬剤師、事務職員も含め、関係

者が相互に協調して成し遂げられるものであり、教育

の継続と実践が重要である


